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１. そもそも都市計画道路とは



都市計画道路とは、
１９２１年：工業化、都市人口拡大にために大規
模な都市計画道路網が決定、その後関東大震災復興
のために、さらに拡大

• １９６０年代：戦災復興計画および高度経済成長
のために、全国で都市計画道路が決定。ほぼ1km四
方に通過交通を担う都市計画道路を整備することで、
その内部を安全な交通環境街区にすることが目標！

• ２００１年：全国の都市計画道路整備率５５％、
未着手は４０％という状況の中で、国土交通省は将
来の人口減少社会を見据えて、都市計画運用指針を
変更、都道府県は「都市計画道路の見直し作業」を
スタートさせた

・ただ東京都は人口も増加、財政的にも豊かのため、
都市計画道路の本格的な見直しはしていない

・都は10年ごとに優先整備路線を指定しているが、
ちょうど現在「第５次事業化計画（2026年〜2036
年）」の最終調整を都区で実施している

・都の整備率６５.４％、目黒区の整備率５８.０％



２. 自由が丘における都市計画道路

補助１２７号線（カトレア通り）

補助４６号線（すずかけ通り）
補助２０８号線

補助２９７号線







補助４６号線
(目黒本町）整備現況





３. 上位計画と補助４６号線
（すずかけ通り）の関係

目黒区都市計画マスタープラン

自由が丘未来ビジョン

駐車場の地域ルール









４. サンセットエリア地区と
補助４６号線（すずかけ通り）

の将来ビジョン



サンセットエリア地区と補助４６号線周辺計画の動き

① 1-29地区再開発計画

② 東地区再開発計画

③ 駅前地区再開発計画

⇩＊以下の諸計画を段階的に順次実行していく必要がある！

④ サンセットエリア地区の建物更新（「地区再生計画」策定中）

⑤自由が丘デパート・ひかり街・サンリキ会の建替え

⑥東横線再高架化による衾第１架道橋（桁下2.2m）の解消

⑦ 都市計画道路補助４６号線の整備

⑧ 都市計画道路補助１２７号線の整備





すずかけ通りVR写真(東側）1-29再開発完成時



すずかけ通りVR写真(東側）都市計画道路完成時



すずかけ通りVR写真(西側）1-29再開発完成時



すずかけ通りVR写真(西側）都市計画道路完成時



補助４６号線（すずかけ通り）断面イメージ







５. 歩行者天国への対応



歩行者天国への対応
• これまでお話ししてきたように、補助４６号線（すずかけ通り）は、

自由が丘の様々な計画（上位計画）において、都市計画道路として拡
幅することが前提となっています。

• また、今回１-２９の再開発計画によって補助４６号線（すずかけ通
り）の南側については道路拡幅され、また再開発ビルの壁面後退に
よって合計10mという広い歩道と大きな街路樹ユリノキ、そしてバラ
の花壇、ベンチ等が整備されます。これは自由が丘のパブリックス
ペースとして、最も豊かな歩道となるでしょう。

• さらに、東地区、駅前地区の二つの再開発によって、南側の豊かな歩
道は、左右に広がり約400m程度の延長になります。

• 私としては、できるだけ早期に北側への拡幅を含めて、補助４６号線
を自由が丘らしい新しいデザインの都市計画道路として整備すべきと
考えます。

• そのためにも、現在の歩行者天国に関しては順次段階的に解消し、最
終的な都市計画道路のイメージに近づけていくのが現実的と考えます。









2案 比較

第１案 現状維持 第2案 学園通りIN・OUT

来街者車両 1‐29駐車場の利用不可
歩行者天国エリア外の提携駐車場利用

1‐29駐車場の利用可能（ピーク時188台/時）

平均19秒に1台の車両が走行、20km/hとすると
平均1.7台の車両が対象区域に存在

居住者車両
警察への通行許可申請の上、入出庫可能
（住宅用駐車５７台）

入出庫可能、警察への通行許可申請不要
※ビル独自許可証必要

共同荷捌き 1‐29駐車場の利用不可
1‐29駐車場の利用可能
※目黒区許可証必要

歩行者対応
補助46号線は現状の歩行者天国と同じ状況のため安全対策は不要

補助46号線の安全対策が必要な交差点は3か所。
（学園通り交差点、カトレア通り交差点、当地区駐車場出入口前）

自動車対応 不要
学園通り交差点で補助46号線に進入可能な車両を確認（1‐29関係
車両）する必要がある。

駐車車両 1‐29駐車場の利用不可 通常とは異なる右折IN・左折OUTの運用となる。







５. ま と め



補助４６号線（すずかけ通り）の整備にむけて

• 私も、かつては自由が丘の街の魅力は路地性、界隈性だと思って
いたので、大規模な都市計画道路の整備は必要ない、むしろ街を
壊すと正直考えていました。

• しかし、自由が丘の建物の老朽化が予想以上に進み、このままの
路地だけでは建替えが不可能であることがわかり、ある程度の道
路整備をして幅員を広げないと建物の更新（建替え）ができない、
つまり店舗の継続ができないことがわかりました。

• そこで、都市計画道路の整備には国や都の補助金もつくことから、
「都市計画道路の整備」をうまく利用すべきではないかと今では
考えています。

• もちろん都市計画道路の整備に際しては、沿道の方々の大きな痛
みが伴いますが、これまでの都市計画道路とは全く異なるデザイ
ン、できるだけ歩道幅員を広く、豊かな緑化を施し、バリアフ
リーの安全な歩道環境を実現すれば、自由が丘の街全体の価値は
確実に高まります。



• 重要なのは車中心ではなく人間中心の街にするという、『強い意
志』です。

• 都市計画道路に面した敷地は都市計画道路の整備を契機に、新たな
建物更新（再開発事業とは限りません）が可能になり、駐車場の地
域ルールによって駐車場も整備されます。

• つまり地域全体の通過交通を担う「都市計画道路」の整備によって、
その道路によって囲まれた街区（ex.サンセットエリア地区）を、通
過交通が全くなく人間が楽しく回遊できる本当の『楽歩ゾーン』に
することが可能になります。

• 補助４６号線は、駅前地区とサンセットエリア地区の二つの『楽歩
ゾーン』をつなぐ重要な歩道パブリックプレイスになります。

• 現在サンセットエリア地区で「地区再生計画」を策定している今こ
そ、補助46号線を自由が丘らしい魅力的な道路として整備するため
に、東京都の優先整備路線（2026〜36年度）に位置づけ、早期の実
現をめざすべきだと私は思います。



ご清聴ありがとうございました。
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